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国際航空輸送学会（ATRS）第 29 回世界大会への参加
2026年6月30日～7月4日

■ATRSについて
ATRSは、1995年にシドニーで開催された第7回World 

Conference on Transport Research Society （WCTRS）
会議中に、同会議での航空輸送関連セッションの拡大や頻繁
なシンポジウム又は会議を通じた研究のアイデアや結果につ
いての意見交換を目的としてWCTRSの特別利益団体として
発足した。ATRS初代会長はTae Hoon Oum氏（WCTRS
会長、カナダ・ブリティッシュ・コロンビア大学名誉教授）、
前会長（議長）はMartin Dresner氏（米国メリーランド大
学教授）、会長はAnming Zhang氏（ブリティッシュ・コロ
ンビア大学名誉教授）である。

第26回世界大会神戸開催を記念して直前の2023年6月
に当研究所が主催したセミナー「世界の航空業界における課
題と展望」には、3名のATRS歴代会長を登壇者としてお招
きした経緯がある。

今大会では、当研究所から2名が研究調査について発表を

2026年6月30日～7月4日に、国際航空輸送学会（ATRS：Air Transport Research Society）の第29回世界大会が、
中国・北京市北西部の高等教育公園地域にあるVision Plaza Shahe Bailingにて開催された（6月30日はオンラインのみ）。
当研究所からは、宿利会長、藤﨑主席研究員・研究統括、神戸主任研究員及び中村研究員（JITTI USAからオンライン参加）が
参加した。

行った。また、当研究所が提供する論文賞である「2026 
JTTRI Best Paper Award」について、受賞者に対する授与
を宿利会長が行った。なお、今大会では過去最多の362本の
発表予定があり、469名が参加した。発表トピック分野は、
多い順に次のとおりであった。（件数増が顕著な分野は下線）：

都市航空モビリティ（UAM）／航空輸送における持続可能
性／空港運営／航空とAI／航空の安全とセキュリティ／航
空輸送政策と規制／航空事業者の経済とパフォーマンス／
航空事業者の戦略と経営／航空交通管制／航空と経済発
展／航空輸送需要／空港の戦略と経営／航空ネットワーク
開発／空港の経済とパフォーマンス／航空事業者運営／イ
ンターモーダル運営とモード間の競争／航空貨物／航空輸
送におけるマーケティングと消費者行動／航空輸送事例
研究

（左から順に）
ATRS A.Zhang会長の開会挨拶、J.Zhan現地開催委員長（北京理工大学大学評議会議長・教授）の開会挨拶（ビデオメッセージ）、Zhixiong Zhang氏

（北京民間航空機技術研究センター主任）の産業基調講演、Wei Cong氏（Variflight社の最高情報責任者）の産業基調講演、Hai Yang教授（香港理工大
学土木環境学科）の学術基調講演、Mark Hansen教授（カリフォルニア大学バークレー校）の学術基調講演

ATRS 2026は、中国の首都にある7つの大学との協力で開催 会場となったVision Plaza Shahe Bailing
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今大会の総会において、次回第
30回は、2027年7月4日～7日に
トルコのイスタンブールで開催す
ることが承認された。なお、今大
会の終了時に、Dresner議長が退任
し、Zhang会長が退任して議長に就
任し、新会長にGianmaria Martini
氏（イタリア・ベルガモ大学教授）
が就任した。

■2026 JTTRI Best Paper Awardの授与
7月3日の授賞式で、当研究所宿利会長から、当研究所の

概要を紹介する中で出席者に向けて挨拶を行うとともに、第
26 回神戸大会のために創設し、第 27 回リスボン大会、第
28回香港大会に続き、今大会でも提供する運輸総合研究所最
優秀論文賞（JTTRI Best Paper Award）の今次受賞論文
“Artificial Intelligence and Rent Sharing Between 
Airlines and Workers: Evidence from the U.S. Airline 
Industry” （ブリティッシュ ・ コロンビア大学名誉教授の
Anming Zhang氏とパデュー大学助教のFecri Karanki氏の
共著）に対し、賞金目録贈呈を伴う表彰を行った。

受賞論文の概要：本研究は、2000〜2024 年の米国航
空業界において、人工知能（AI）が労使間のレントシェアリ
ング（利潤分配）に既にどのように影響を与えているかを
検証している。
2層確率的フロンティア（two-tier stochastic frontier）
モデルに埋め込まれたナッシュ利潤分配枠組を用いて、実
現可能な賃金指標を推計し、かつ、実際の賃金がそれから
どの程度乖離しているかを計測している。分析の結果は、
コロナ禍後に賃金が大幅に上昇したものの、労働者による
短期的な利潤の獲得割合は2022年以降の市場移行とと
もに減少していることを示している。特に格安航空会社

（LCC）で、AIへの曝露度が高いほど、実現可能な指標に
対する賃金不足が大きく、生成AIへの期待が、労働力不足
の局面でも航空事業者の交渉力を強めていることが示唆さ
れている。
受賞したAnming Zhang氏のコメント：共著者であるパ
デュー大学のFecri Karanki助教と私は、この賞と寛大な
資金支援について、JTTRIに心より感謝する。この栄誉
は、航空業界におけるAIの影響に関する研究を継続してい
く上で、大きな励みとなる。本研究への JTTRIによる支
援、そして航空輸送における技術的な変化がもたらす機会
と課題への理解を深める革新的な研究の促進に対し、深く
感謝する。

■当研究所からの発表
◇�プリコンファレンス（オンラインペーパーセッションⅠ）「空港
の運営と管理」
●�発表

「米国主要空港における適切なゲート割り当てのあり方について」
（原文は英語）
中村 由季子　研究員（JITTI USA）

6月30日のオンラインペーパーセッション「空港の運営と
管理」では、当研究所ワシントン国際問題研究所（JITTI 
USA）の中村研究員による「米国主要空港におけるゲートの
適切な割り当てのあり方に関する研究調査」（2024年度～）
の成果を踏まえ、米国の大規模空港におけるゲート割り当て
に関する規制や特徴、現状のルールの傾向等に関してまとめ
た調査結果について発表を行った。米国においては、主に航
空会社間の競争環境の確保による消費者利益の促進のため、
空港におけるゲート等の施設への航空会社の非差別的なアク

現地開催実行副委員長Xiaoqian Sun教授（左端）とBeihang大の学生達

2026 JTTRI Best Paper Awardの受賞者Anming Zhang氏と共に

Martini新会長

中村研究員の発表の様子
（セッションチェアからの質問への回答）
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セスを担保することが空港に求められているが、そのような
背景の中で、特にゲートの混雑が激しい空港において、各空
港の運営主体が、実際にどのようなゲートの割り当てに関す
るルールを定めているか、その傾向や影響について発表した。

出席者からは、ゲート割り当ての見直しの頻度やゲートの
種類ごとの割合等ルールの詳細部分について、またゲート使
用の料金体系等について質問があり、それぞれ回答を行った。

◇�メインコンファレンス（ペーパーセッションⅡ）「航空会社の
戦略と経営1」
●�発表

「持続可能な観光と地域づくりのための航空会社による貢献の可
能性」（原文は英語）
神戸 正憲　主任研究員

7 月 2 日のペーパーセッション
「航空会社の戦略と経営 1」では、
神戸主任研究員が、持続可能な観光
地域経営のために航空会社が送客を
超えて貢献できる可能性についての
研究調査の成果を発表した。

観光需要と人的交流が世界的に回
復する状況は、気候変動・地域疲
弊・オーバーツーリズムと不可分な
関係にあり、特に航空会社は CO2

排出、観光集中の助長といった負の面も強く認識されており、
国際的にも「送客を超えた役割」が求められている。この研
究では、国と国、都市と地方を直接結ぶという航空会社の特
徴に着目し、持続可能な観光地域経営に貢献している世界中
の6つの航空会社の異なるアプローチ事例について定性的な
比較と分析を行い、就航先のDMO制度の有無にかかわらず、
これからの航空会社が持続可能な観光地域経営に貢献し得る
可能性についての提言を発表した。

出席者からは、ユニークな研究テーマに興味が示されると
ともに調査の進め方等の質問があり、特に航空会社に対する
直接のインタビュー調査の重要性について回答を行った。

4. Gate Operations at Large Hub Airports
Gate Reallocation Mechanisms

• Most airports retain the authority to modify gate assignments under
predefined rules.

• Two primary approaches to gate reallocation were identified
 Periodic reviews of overall gate assignments
 Recapture of gates based on minimum-use requirements

Type 1: Periodic Reviews of Overall Gate Assignments
Allocation Method
• Periodic review of gate assignments, with preferential-use gates allocated

according to airline activity levels (e.g., flight share).

Characteristics of the Rule
• Aligns gate assignments with actual demand.
• Allows timely reallocation.
• May encourage airlines to add flights in order to retain gates, potentially

increasing congestion and delay risks.

中村研究員の発表スライド

神戸主任研究員の発表
（質問への回答の様子）

■大会会場での当研究所のPR
当研究所は、現地開催委員会の支

援により会場のレセプション横に設
置した特設スペースにて、航空関係
の最近の各研究調査活動の紹介資料

（QR コードから各内容のサイトに
遷移）と研究所紹介パンフレットの
配布を行った。

また、会場内で他の参加者との積
極的な意見交換・ネットワーキング
活動を行い、当研究所の認知度向上
に努めた。

神戸主任研究員の発表スライド

Comparative Analysis

GGSSTTCC  DDeessttiinnaattiioonn CCrriitteerriiaa vv22..00 AANNAA JJAALL EEZZYYAACCAA AANNZZ MMAAGG

AA22 Destination management strategy & action plan

AA44 Enterprise engagement & sustainability standards

AA55 Resident engagement & feedback

AA77 Promotion & information

AA88 Managing visitor volumes & activities

BB33 Supporting local entrepreneurs & fair trade

BB88 Accessibility & inclusion

CC22 Cultural heritage support

DD11//DD22 Sensitive environments / natural sites

DD33 Wildlife interaction

Framework: GSTC Destination Criteria v2.0, interpreted against disclosed/public airline initiatives for destinations.

DDMMOO  ssyysstteemm aatt  tthhee  
ddeessttiinnaattiioonnss::  NNOO

DDMMOO  ssyysstteemm aatt  tthhee
ddeessttiinnaattiioonnss:: YYEESS

GSTC Certification SupportGGSSTTCC

DD44 Species exploitation and animal welfare

BB44//BB55
Community support / Prevention of exploitation & 
discrimination

特設スペースでの資料配布

意見交換する神戸主任研究員

ガラディナーでのネットワーキング
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■現地見学会
大会最終日の午後、当研究所からは首都機場集団有限公司

（CAH：Capital Airports Holdings Limited）の運航監視・情
報データセンター（Operation Supervisory and Information 
Data Center）の現地見学会に参加した。

CAH は、中国の中央政府機関である民用航空局（Civil 
Aviation Administration of China: CAAC）の管理下にあ
る国有企業である。国家の航空政策を空港運営、空港支援事
業、商業施設、航空エコシステムの4つを軸に展開し、北京
首都国際空港などの巨大ハブ空港の運営だけでなく、地方空
港の買収・統合やインフラ開発など、広域にわたる空港事業
を手がけている。

運航監視・情報データセンターは、CAHグループ全体のス
マートクラウドプラットフォームの管理業務、情報システム
およびデータの安全確保業務等を統合管理しており、データ
活用（データエンパワーメント）や新技術の導入を推進する

「技術リソース・データ共有の中核」として機能している。

■現地交通事情
北京市内地下鉄を乗り継ぎ乗車し、中国国鉄の北京駅舎を

見学した。

北京市鉄道路線網
北京駅舎（中華人民共和国建国10周年の記念プロジェクトで1959年に
完成）

（左）北京市地下鉄及び空港アクセス鉄道には、クレジットカード
によるタッチ決済通過が可能な改札機が多数設置

（右）今回利用した地下鉄各駅では、ホームドアが整備

プラットフォームの空間が広い地下鉄駅

CAH運航監視・情報データセンター看板玄関

同データセンター内の大画面
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